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要 望 書

生活指導部では、カウンセリング係からの報告を受けて、下記内容につきまして提案致します。

生徒の現状を勘案すると、極めて緊急性の高い事案と思われますので、何卒ご高配を賜りますよ

うよろしくお願い申し上げます。

記

〈提案>

10月14日(金)の 奨学会 において、保護者対象 カ ウンセ リング講演会 を実施す る。

〈提案理 由〉

東 日本大震災 か ら半年 が過 ぎ、生活 も落 ち着 きつつあ る半面、2学 期 に入 ってか らの保健 室の

利 用者数や カ ウンセ リング件数 、遅刻 、早退 、欠席者数 は増加 の傾 向にある。 この傾 向は1学 期

土休 日を授 業 日とした こと、夏季休 暇が例年 よ り短縮 された こ とによ り、子供達 に震災後の疲れ

や ス トレスが表れ始めてい ることに起因 してい ると予想 され る。 その対策 として、家庭、学校、

関係機 関が共通理解 の中で連携 し、子供達の 日常の変化 に早期 に気づ き、対応 してい く体制の構

築が急務 であ ると考 えられ る。

その対応策 の一つ として、保護者 対象のカ ウンセ リング講演会 を実施 し、家庭 の理解 と学校 ・

家庭間 の今後 の連携 の一助 とす る。

※ 別紙 震災ス トレスに対する今後の対応(案)



震災ス トレスに対する今後の対応(案)

生活指導部

1.現 在 の生徒 の状況

・2学 期 に入 ってか らのカ ウンセ リング件数 、保健 室利用者数の急増(昨 年度 の2倍)

・ 遅刻 ・早退 ・欠席者 の増加

理 由 腹痛、頭痛 な ど

以上 の状況 か ら、夏季休暇 の短縮 、1学 期 土休 日を授業 日に した こと、震 災後の疲れ な どによ り、

生徒達 の肉体 的 ・精神的 な疲 れが表れ始めてい るこ とが予想 され る。

2対 応策

① 保護 者に対 して

・ カ ウンセ リング講演会 の実施

⇒ 学校 との共通理解、連携

・ ス クールカ ウンセ ラー との連携

保護者 への情報提供 、カ ウンセ ラー の紹介

② 生徒 に対 して

・ 震 災ス トレスの調査(ア ンケー ト形式)

⇒早期の対応 、声 かけ

・ カ ウンセ リング講演会 の実施

・ 個人面談の実施

・ ス クールカ ウンセ ラー との連携

③ 教員に対して

・ 教員対象カウンセリング講演会の実施

⇒教員のス トレスの軽減

3.今 後 の 予 定

9.月 中 旬

9月28日

10月 初旬

保健室利用者数調査、欠席者数等調査(昨 年度 との比較)

→10月 奨学会時に保護者に配布

教員問題懇談会

生徒 に対 してのカ ウンセ リング調査

「震災か ら半年が過 ぎて」

10.月14日 奨学会 カウンセリング講演会(保 護者対象)

10月 中旬～11月 初旬 生徒 との個別 面談

10月 下旬 教員対象カウンセリング講習会
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奨学会講演会 「思春期の子どもの心の理解とかかわりかた」 感想より

H23.10.14 講師:東 北学院大学 堀毛裕子先生

*大 変わかりやすい内容 ・説明で感銘を受けました。仕事にも生かせるものが盛りだくさんで大変参考に

なりました。ありがとうございます。私自身も疲れた時は歩みを緩めてほっと一息つく瞬間を大事にして

いきたいと思います。

*年 頃の子 どもたちがいるので参考になりま した。一番上の子はまさにその通りで した。今昔の子を思い

出 しておりま した。今は落ち着いていますが、その時の苦 しみが目に浮かんでいます。本当にあ りがとう

ございます。

*口 数の少ない息子についついイライラ して しまいますが、少ない言葉 に耳を傾 けようと思いました。と

ても参考になりま した。

*あ まり長くもなく、短くもなく適当な時間の中で分かりやすいお話でした。個人的には"大 人になりに

くい時代"に 生きている箇所について詳しく聞きたいと思いました。また、子どもたちにもこういった話

を聞く機会があればよいと思いました。自分達の年齢についての客観的な知識は必要だと思いました。

*現 在20歳 の娘が17歳(高2)の 時に、不登校 ・留年という経験を しま した。未だに理由を話 してく

れませんが、無事その後社会復帰 し現在大学生 とな っています。ただ し今でも人間関係づくりは苦手で非

常に自己評価が低く、今後の人生 を過 ごすのかイメージできないようです。なかなか当事者にとっては分

かりやすい文章や分析では表せない事なのだと思って聞いています。(少 し違うん じゃないかという違和感)

そ して、その様子を間近で見て、たぶんつらい思いを した弟(高2)が 「何を感 じていたのか」が今はと

ても気になる事です。 この親で良いのか?こ の対応で良いのか?親 として失格なのではないか(友 人から

はっきり言われた事もあ ります)と 、日々不安な毎日です。(こういうセミナーのたびに自分の過ちを指摘、

責め られている感を持ってしまいます … 。)

*私 自身が癒されました。先生のお話を参考に子どもと関わ っていきたいと思います。

*現 代の子ども達の心 とか らだの成長、課題について、分かりやすく簡単 に教えていただきありがとうご

ざいま した。子どもの心とからだについての知識があると、焦らず一つ一つ じっくり対応できると思いま

す。"決めつけない"・"全 体的 ・多角的にみる"と 言う事がキーワー ドかなと思いま した。私自身も、自分

のス トレスをどうコン トロール していくか考えていきたいと思います。忙しくあわただしい日々の中で、

ふと立ち止まって子育てについて考える事ができるよい機会で した。あ りがとうございました。

*日 頃、 自分がス トレスを感 じないで、あるいは、ス トレスを認めずに生活 している事の危険性を感 じま

した。小さな喜びを見つけ、感じて生活できれば、それだけでもずい分生活に潤いが出てくるのではない

かと思いま した。さっそ く試 してみたいと思います。

*先 生のお話の中 で、過保護 ・過支配 ・過小評価 … 耳が痛くなる言葉で した。いけない … 分か っ

ていてもつい口うるさくなって しまい、その場で息子と冷戦状態になるという事を繰 り返 しています。自

立することを望み、自主的 ・自発的行動ができるように育 って欲 しいと思っています。今日の先生のお話

を機に、私自身が変わらなくては前に進めないのだと感 じま した。今な らできそうな気が しま した。子ど

もを見守れる親になりたいと思います。又機会がありました ら、堀毛先生のお話を伺いたいです。

*子 どもの1V1とからだの成長に対する新 しい認識 を得ま した。 このたびの講演 を生か して子 どもと接 した

いと思います。

*子 どもとのかかわ り方を、文字と して言葉として理解でき大変良かったです。何 とな く毎日気づかいな

がら、悩みながら過ごしてきま した。辛か ったです。講演を開催 してくださ りありがとうございま した。

*高 校生になり、急に大人びて戸惑う事も多いですが、まずは自分の心身を安定させ見守りたいと思いま

す。
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*母 親 自身も落ち着いて子どもに接するよう心がけたいと思いま した。

*今 はメデ ィアとのかかわりが多 く、子どもとの付き合いが難 しい。まだ反抗することはないが、温か く

見守 っていきたい。

*日 常に何気ない喜びは(VS日 常的いらだち)は 、些細な事だけれども、大切な事を知 ってはいてもなか

なか … しか し改めて分か りました。先日、きれいな虹を朝見ま したが、一 日とても素敵で した。本当

にさわやかだ ったのを思い出します。子どもとの毎 日の戦いは楽 しもうと思い直 しま した。ありがとうご

ざいました。 高校生 ・親

*今 回のお話を伺 って 「自分の時もそ うだった」と思いながら、自分の息子には寛容になれずにいる自分

に気付いた気が します。ありがとうございま した。

*上 の子が女の子なので、男の子の反抗期の難しさを最近感じていたので、先生の大騒ぎせずという言葉

を頭に入れておきたいと思います。上の子達まで、大騒ぎして本人を傷つけていたかもと反省。時々こん

なお話を聞けるとこちらも冷静になれる気がします。ありがとうございました。

*子 どもの成長 に伴 う内面の変化について分かっているつもりでも、ついつい感情的になって しまいます。

本日の先生のお話を参考に、少しでも冷静 に対応できればと反省いたしました。

*保 護者自身のス トレスマネージメン トが、子どもへの関わりにとても重要と知 り勉強になりま した。実

践 していきたいと思います。

*先 生のお話 を伺いま して、今のところこれで良いのかなというのが第一の感想です。日々の変化に気づ

き、家族で良い関係を持てるよう努力 したいと思いま した。本 日はありがとうございま した。

*高 校3年 生の生徒の母です。 とても聴き取り易いお話でした。引き込まれま した。3人 兄弟の一番上の

息子の成長を感 じながらも、下の子達の子育てに追われ、気づいてあげられない部分も大きいと日々感 じ

ていました。「思春期の子どもの理解のために」の項 目がとても強く胸に響きました。親 と子供は別の人間

ですから、子どもの話を聴いていくことが大切なんですね。息子は大学で心理学を学ぶ事にな りました。

中学の頃、身近な大切な方が 「うつ病」に患ったことか らの影響が大きく、ずっと学びたいと決めていま

した。私もとても興味深く感 じた今日の講話で した。ありがとうございま した。

*中 学生にな って最近親への反抗がひどく 「反抗期」と分か っていても、生活上最低限 の事を しなかった

りすると、 口を出 し過ぎケンカになる日が多々あって悩んでいたところで した。ベス トなタイミングで今

日の講演会はとてもあ りがたく、大変ためになりました。やはり思春期の子供は難 しくて悩んでいる親 も

多いと思います。

*自 分自身の育 ってきた時代とはあまりにも変わ っている環境について、頭では理解 しようと考えていて

も、どこか苦 しく思っている部分もありま した。又、常に親は子よりも優位に(強 く)立 っていなければ

ならないと実力以上に見せて しまう傾向があるのですが、子どもの方が理解 して いたり、うまくできてい

る事 に対 して、共に喜び、ほめてあげられるような大人になれた らいいのかもしれないと感 じま した。頭

と心が整理された気分です。有意義な時間をありがとうこいました。

*親 が安心できる事で、子どもが安心 できる事がわかっただけでも出席 してよか ったと思います。

*子 どもを過度に保護 ・干渉 ・支配 していたのだなあと反省すると共に、もっと息子を認めてあげたいと

心の底から思いま した。とても勉強 になるお話で した、,ありがとうございま した。少しでも息子との関係

が良い方向に向か うよう努力 していきたいと思います。

*あ っという間の講演でしたが(も う少し長時間にしていただきたかった)充 実 した内容でした。保護者

の健康(安 定)が 子どもの成長(発 達)に 影響を与える事に再認識させられました。

*日 々子どもと接 しなが ら迷 って しまうことはた くさんあります。高3の 息子と大4の 娘の将来を思うと

見守るだけではいられない時があります。どの程度までいいのかいつも迷い、厳 しく接 した時反省 して し

まう日々です。今日のお話を心に留めておきたいと思いま した。
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*子 供の心理状態がよくわからず対応に困っていましたが、お話を聴 いて心が軽くなりま した。

*ス トレスの解放、日常のいらだちに対 してち ょっとしたホ ッとすることを多くしていく事が大切な事、

実践していきます。

*思 春期の子ども自身の悩みもあるますが、その事に心 を痛めている親の悩みでもあるな と思いました。

成長 しようと思い悩んでいる子どもを見守るのもつらいなあと感 じています。(小さい頃のニコニ コ笑顔の

息子ばかり思い出 して します)子 どもが勉強や学校生活で頑張 っている時、母親はのんび りしていると、

罪悪感 ・何もしてあげられない無力感を感 じて しまいます。

*一 般的な講演で、実際の例も 「ふ～ん」 って感 じで、「だから何ですか?」 とか 「だか らどうするの?」

って思うような講演で した。たぶん経験豊富な先生だ と思うので、もっと実例や親に向けての先生の気持

ちが聞きたかったです。ただ印象に残 ったのは 「大人 になる意味」ということ。私ももう一度考えてみよ

うと思いま した。今日はあ りがとうございました。

*本 日は大変有意義なお話をありがとうございま した。"男"(息 子)と"女"(私)は 別の生きものと言う

事を日々感 じています。思春期の不安定感は自分も通 ってきた道なので、その時の事を思い出 しながら程

良い距離を保ちつつ子どもを見守ろうとや っと気付いた頃には愚息の思春期も終わりにな り … いろい

ろあった時期で したが、私にとっても良い経験にな ったと振 り返 ってみて、そう思えるように落ち着いた

気持ちの現在です。現代の環境が大きく変化している事で子ども達の心 がス トレスにさらされているとい

う事を理解 しながら、心 と身体を見守 っていきたいと思います。家族の健康(心 身)と 自分自身の健康を

大切にします。

*自 分の子どもの頃 といつも重ね合わせてア ドバ イスをしていたつもりで したが、それが 「先入観」と言

う事を初めて知りま した。

*思 春期の子どもの成長過程や、社会状況など分か りやすく説明 して頂きま した。とてもため になりまし

た。

*堀 毛先生のお話で"子 どもの心 を親の経験や思い込みで判断してはならない"の 言葉に、自分自身気づ

かされた。よいお話を聞けて良か ったです。(高2母 親)

*子 どもの安心 のためには親も自分のス トレスマネージメン トが重要だという事で、普段の生活を見直し

たいと思いま した。

*「 見守ること」を心がけたい。まさに悩んでいたので、とてもよく理解できました。震災ス トレスは消

えるので しょうか?い ろいろな事が頭から離れません。

*思 春期で毎 日親と して どうかかわ ったら良いのか正解がわからない状態です。一番思うのは、自分の子

だけではなく表現の仕方が違 うだけ、みんなが通る道だと思います。これを過ぎると、もう一人立ちにな

り、親としてかかわれなくなると思 って、あと一年か二年楽 しみながら向き合っていこうと思い、参考に

させていただきたいと思いま した。

*TVや 本で一般に話されている内容と変わ らなか ったため、もう少 し男子校と言 うポイン トを絞 った話を

出された方が良かったのではないで しょうか?(具 体例などを)先 生のお話も聞き取りにくかった。

*ち ょっとした日常の喜びを大切に感じ、子どものためにも家族のためにもス トレスをコン トロール して、

安定 した気持ちを保ちたいと思いました。ありがとうございま した。

*息 子はちょうど自律と依存の間にいる状態です。幸い相談できる友人がいる事と、現在親元を離れて生

活 しているので親との距離感をいい具合に保てているので、今のところ心配 していません。ち ょっと した

事でス トレスがたまる時期なので、手をかけず目をかけてかかわ っていこうと思いま した。

*思 春期の子 どもの心の中をのぞいてみることは難 しいけど、今までの親子関係を大切にしたいと思いま

した。上手 に親離れ ・子離れができたら良いと思いま した。講演中ず っとお話されていた方がいらして、

耳ざわ りで した。
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*親 が与える影響は思 ったより多いのか … と思いま した。見守ることの大切さがわか りま した。反抗

されるとついイライラ して しまいますが …

*ま ずは親の行動を見直 し、子どもの声に耳 を傾けたいと思います。

*気 づきがたくさんあ りま した。日頃忘れやすい事を時々思い出すよう心 がけたいと思いました。心 をほ

ぐ し日々成長 していく。

*期 待 したよ りあまり役に立たなか った。時間が50分 では足りないと思います。それより前の列に座 っ

ている母親3人 組(多 分30代 中学の親)が50分 間ず っとお しゃべ りしててうるさか った。講演の場な

のに … 真面目に聞いている人に迷惑!!大 人げない。おしゃべりするなら外で話せ!と 怒りさえした。

本当にこんな親がいるのかと思うとが っか り。50分3人 でずっと しゃべ っていた。先生の話が聞こえに

くかった。

*先 生のお話を忘れず、子ども達のよい関係を続 けていきたいと思います。為になるお話あ りがとうござ

いま した。

*貴 重なお話ありがとうございました。話を聞く事の大切さ、その通りだと実感 しま した。

*大 変良いお話で した。子どもの心の声に耳を傾け、共に成長できればと思います。

*短 い時間で したが、分かりやすくて聞きやすかったです。どうしても自分(私)で 決めつける事が多い

ので しっか り子どもの話を聞きたいと思います。

*中1の 息子がおります。まさに依存 と自立の葛藤を している様子です。尊重 して見守っていきたいと思

います。

*ま さに思春期まっただ中の息子です。 とても参考になりました。
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